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第
２
次
小
林
市
総
合
計
画

の
各
分
野
（
に
ぎ
わ
い
、
い

き
い
き
、
ま
な
び
、
く
ら
し
）

の
目
指
す
状
態
で
あ
る
「
基

本
構
想
」
の
満
足
度
を
調
査

し
ま
し
た
。
特
に
、「
美
し
い

自
然
が
残
り
、
い
つ
ま
で
も

お
い
し
い
水
が
飲
め
る
」、「
安

心
し
て
住
め
る
ま
ち
で
あ
る
」

な
ど
前
回
調
査
に
引
き
続
き

「
く
ら
し
」
分
野
の
満
足
度

の
平
均
値
が
高
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。
平
均
値
が
低
い

項
目
は
「
人
が
集
ま
っ
て
に

ぎ
わ
い
が
あ
る
」、「
身
近
に

文
化
・
芸
術
を
感
じ
ら
れ
る
」

で
し
た
が
、
３
か
年
の
評
価

を
比
較
す
る
と
維
持
・
改
善

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
意
見
を
参
考
に
し
、
今
後

の
市
政
運
営
に
反
映
し
て
い

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
く
だ
さ
い
。

まちづくり
市民アンケート結果

　市では、「第２次小林市総合計画（将来都市像：みんなでてなむ
　笑顔あふれる　じょじょんよかとこ　小林市）」実現に向けてさ
まざまな事業を推進しています。この将来都市像を達成するため
に、市内各地域、幅広い世代の意見をまちづくりに反映すること
を目的に「まちづくり市民アンケート」を毎年実施しております。

（H29・H30 まちづくりアンケートより）

将来都市像

人が集まっていて
にぎわいがある

豊かな地域資源が
活用されている

暮らしが
豊かである

働きがいがある

出会い、ふれあい、
支えあいがある

健康・いきがい
がある

障がい者が夢や
目標を持てる

子育てがしやすい

安心して医療が
受けられる

みんながいつまで
も学べる

市民総がかりの教
育が行われている

誰でもいつでも学べる・
学ばせる場が整っている

食について学べる

災害時に皆が
助けあえる

美しい自然が残りいつま
でもおいしい水が飲める

安心して住める
まちである

隣の顔が見え、支
えあうまちである

今後も小林市に住
み続けたい

高齢者が元気で
いられる

身近に文化・芸術
を感じられる

基本構想の“目指す状態”を「そう思う４点、ややそう思う３点、
ややそう思わない２点、そう思わない１点」の４段階でアンケー
トを行い、その平均値を算出しています。

2.69（H29）

1.84（H29）

2.17（H29）
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2.29（H29）

2.68（H29）

2.03（H29）

2.21（H29）

2.08（H29）

2.18（H29）

1.92（H29）

1.92（H29）

1.89（H29）

2.43（H29）

2.27（H29）

2.65（H29）

3.27（H29）

3.02（H29）

2.68（H29）

3.21（H29）

【表】基本構想の評価

いつまでも
スポーツができる

「
美
し
い
自
然
」
や
「
安
心
し

て
住
め
る
ま
ち
」
が
高
評
価

今年度も２月にアンケートを実施
ご協力をお願いします

INFORMATION

笑
顔
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

皆
様
の
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！
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（９）市内の地域公共交通機関

市内の地域公共交通機関（鉄道・路線バス・コミュニティバス・野尻福祉バス等）は便

利だと感じていますか。該当数字に○をつけてください。（○は１つ）

「３ ややそう思わない」「４ そう思わない」と回答した方にお聞きします。

どのような点で地域公共交通機関（鉄道・路線バス・コミュニティバス・野尻福

祉バス等）が便利ではないと思いますか。また、充実させるにはどのような施策が

必要だと思いますか。

（１０）市の職員の窓口・電話等の対応

市の職員の窓口・電話等の対応は良いと感じていますか。該当数字に○をつけてく

ださい。（○は１つ）

（１１）あなたは、現在、１日 30 分以上の運動（ウォーキング等）をどの程度行って

いますか。以下の選択肢の中から、最もよく当てはまるものを１つ選び、番号に○をつ

けてください。（○は１つ）

（１２） あなたは、現在、中心市街地を１カ月にどの程度訪れていますか。

以下の選択肢の中から、最もよく当てはまるものを１つ選び、番号に○をつけてくださ

い。（○は１つ）

（１３） あなたは、中心市街地で何がもっと充実してほしいと思いますか。以下の選

択肢の中から、最もよく当てはまるものを１つ選び、番号に○をつけてください。

（○は１つ）

そう思う
ややそう思う ややそう思わない そう思わない

分からない

１

２

３

４

５

そう思う
ややそう思う ややそう思わない そう思わない

分からない

１

２

３

４

５

３－１ まちづくり全般について

１ 毎日 ２ 週に１回以上 ３ 月に１回以上 ４ ほとんどしていない

１ １回程度 ２ ２回程度 ３ ３～４回程度（週１回程度） ４ ５回以上

５ ほぼ毎日 ６ 訪れない

１ 買い物 ２ 飲食 ３ 医療・介護 ４ レジャー ５ 金融サービス

６ 行政サービス ７ 憩い・集う場所 ８ 休憩所・トイレ

９ 駐車場 10 その他（

）

※中心市街地：小林駅周辺の地域で具体的には、駅、文化会館、郵便局、銀行、市役所本庁

舎、駅前通り、中央通り、本町通り、駅南通り、ふれあい広場、KITTO 小
林、TENAMU

ビル等

４

（６）小林市の子育て環境※本市まちづくりに対するご意見として皆様ご回答ください。

小林市は子育て環境が充実していると感じていますか。該当数字に○をつけてくだ

さい。（○は１つ）

「３ ややそう思わない」「４ そう思わない」と回答した方にお聞きします。

どのような点で子育て環境が充実していないと思いますか。また、充実させるに

はどのような施策が必要だと思いますか。

（７）小林市の妊娠・出産・子育て※本市まちづくりに対するご意見として皆様ご回答ください。

小林市では「安心して妊娠・出産・子育てができるまち」が実現できていると感じて

いますか。該当数字に○をつけてください。（○は１つ）

「３ ややそう思わない」「４ そう思わない」と回答した方にお聞きします。

どのような点で安心して妊娠・出産・子育てができないと思いますか。また、充

実させるにはどのような施策が必要だと思いますか。

（８）小林市の小・中学校で「子どもを学ばせたい」※本市まちづくりに対するご意見と

して皆様ご回答ください。

小林市の小・中学校で「子どもを学ばせたい」と感じていますか。該当数字に○を

つけてください。（○は１つ）

「３ ややそう思わない」「４ そう思わない」と回答した方にお聞きします。

どのような点で子どもを学ばせたくないと思いますか。また、充実させるにはど

のような施策が必要だと思いますか。

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 分からない

１
２

３
４

５

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 分からない

１
２

３
４

５

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 分からない

１
２

３
４

５

３

（１）住んでいる地域のつながり

住んでいる地域のつながりは強いと感じていますか。該当数字に○をつけてくださ

い。（○は１つ）

（２）自治会（区・組）等の地域コミュニティ活動

自治会（区・組）等の地域コミュニティ活動は必要だと感じていますか。該当数字

に○をつけてください。（○は１つ）

（３）防犯灯・安全灯の設置状況

住んでいる地域の防犯灯・安全灯の設置状況は十分だと感じていますか。該当数字

に○をつけてください。（○は１つ）

（４）日常的な何らかの災害に対する備え

日常的に何らかの災害に対する備え（水・食料・生活必需品の備蓄、避難所の確認、非

常用持ち出し品の準備等）をしていると感じていますか。該当数字に○をつけてく

ださい。（○は１つ）

（５）安心・安全なまちづくり

小林市では「安心・安全なまちづくり」が実現できていると感じていますか。該当数

字に○をつけてください。（○は１つ）

３ 基本計画の評価について

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 分からない

１ ２ ３ ４ ５

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 分からない

１ ２ ３ ４ ５

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 分からない

１ ２ ３ ４ ５

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 分からない

１ ２ ３ ４ ５

そう思う ややそう思う ややそう思わない そう思わない 分からない

１ ２ ３ ４ ５

２

２ 基本構想の評価について
小林市では、市民が主体で策定した「市総合計画

基本構想」について、“目指す状態”を次のとおり
掲げています。
あなたは、それぞれの状態についてどのように感

じていますか。該当数字に○をつけてください。
（○はそれぞれ１つ）

１

そ
う
思
う

２

や
や
そ
う
思
う

３

や
や
そ
う
思
わ
な
い

４

そ
う
思
わ
な
い

５

分
か
ら
な
いNO 小林市のまちづくりの目指す状態－ （例）○○○

１ ２ ３ ４ ５(1)
都
市
像

みんなでてなむ 笑顔あふれる
じょじょんよかとこ 小林市～みんなで一緒に 笑顔あふれるとても素晴らしいまち小林市を創造しましょう～

１ ２ ３ ４ ５(2) に
ぎ
わ
い
分
野

人が集まっていてにぎわいがある
１ ２ ３ ４ ５

(3) 豊かな地域資源が活用されている
１ ２ ３ ４ ５

(4) 暮らしが豊かである
１ ２ ３ ４ ５

(5) 働きがいがある

１ ２ ３ ４ ５

(6)

い
き
い
き
分
野

出会い、ふれあい、支え合いがある
１ ２ ３ ４ ５

(7) 健康・いきがいがある
１ ２ ３ ４ ５

(8) 高齢者が元気でいられる
１ ２ ３ ４ ５

(9) 障がい者が夢や目標を持てる
１ ２ ３ ４ ５

(10) 子育てがしやすい
１ ２ ３ ４ ５

(11) あんしんして医療が受けられる
１ ２ ３ ４ ５

(12)

ま
な
び
分
野

みんながいつまでも学べる
１ ２ ３ ４ ５

(13) 市民総がかりの教育が行われている
１ ２ ３ ４ ５

(14) 「だれでもいつでも学べる・学ばせる場」が整っている
１ ２ ３ ４ ５

(15) 身近に文化・芸術を感じられる
１ ２ ３ ４ ５

(16) いつまでもスポーツができる
１ ２ ３ ４ ５

(17) 食について学べる
１ ２ ３ ４ ５

(18)

く
ら
し
分
野

災害時にみんなが助け合える
１ ２ ３ ４ ５

(19) 美しい自然が残り、いつまでもおいしい水が飲める
１ ２ ３ ４ ５

(20) 安心して住めるまちである
１ ２ ３ ４ ５

(21) 隣の顔が見え、支え合うまちである
１ ２ ３ ４ ５

(22) 今後も小林市に住み続けたい
１ ２ ３ ４ ５１

○ 性別

○ お住まいの地域

○ 年齢

○ 配偶者の有無

○ 子どもの有無

○ 18 歳未満の子どもの有無

○ 職業

○ 勤務先・通学先

○ 居住年数

１ あなた（回答者）ご自身のことについて1 男性 2 女性

1 小林小校区 2 南小校区
3 細野小校区 4 西小林小校区 5 三松小校区

6 東方小校区 7 永久津小校区 8 幸ケ丘小校区 9 須木小校区 10 野尻小校区

11 栗須小校区 12 紙屋小校区

1 10 歳代 2 20 歳代 3 30 歳代 4 40 歳代

5 50 歳代 6 60 歳代 7 70 歳以上
1 あり 2 なし

1 あり（
人） 2 なし

1 あり
2 なし

1 個人事業主

2 会社役員・団体役員 3 会社員・公務員・団体職員

4 ﾊﾟｰﾄ・ｱﾙﾊﾞｲﾄ・契約
5 専業主婦（主夫）

6 学生

7 無職

8 その他（

）

1 小林市内
2 宮崎市

3 えびの市

4 高原町

5 都城市
6 宮崎県内（1・2･3･4･5以外）

7 宮崎県外
8 なし

9 その他
1 1 年未満

2 1年以上 5年未満 3 5 年以上 10 年未満

4 10 年以上 20 年未満
5 20 年以上

★★『令和元年度小林市まちづくり市民アンケート』はここからです★★

（子ども ありの方）

当てはまる番号に○をつけてください。

令和元年度(令和２年 2月)

小林市まちづくり市民アンケート
日頃より市政の推進にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。

市では、現在、平成 25 年に制定しました「小林市まちづくり基本条例」に基づき、

協働のまちづくりを推進しております。そして、条例の具現化を一つの方針として、

今年度、平成 29 年度からの「第２次小林市総合計画（将来都市像：みんなでてなむ

笑顔あふれる
じょじょんよかとこ

小林市）」を策定いたしました。

この調査は、「第２次小林市総合計画」において掲げた施策について、計画期間

である平成 29 年度から平成 37 年度までの９年間、毎年、市民の皆様のお考えをお

聞きしながら、その変化を捉え、計画推進に反映させるために実施するものです。

回答いただいた内容は、掲げた将来都市像の実現を目指していくための重要な基礎

資料となります。
このような趣旨から、市内各地域、幅広い世代の方々のご意見をお聞きすること

が、市全体の傾向の把握に極めて重要になってまいりますので、回答へのご協力を

お願いするものです。
ご多忙のところ大変恐縮ですが、趣旨をご理解いただきまして、ご回答ください

ますようよろしくお願い申し上げます。

令和２年２月小林市長
宮原

義久

アンケートご協力のお願い

■調査対象者については、小林市にお住まいの方を対象に、2,000 人をコンピュー

ターで無作為に抽出させていただきました。（地区、年代を考慮し抽出しているた

め、１世帯に対し、複数の方が対象となられている場合もございます。）

■無記名式です。あなたのお名前を書く必要はありません。

■あて名のご本人がお答えください。ただし、病気入院中や長期出張等によりご本人

による回答が難しい場合は、ご家族方など代わりの方がご回答くださいますようお

願いします。■該当する項目の番号に“○”を付けてください。

「その他」を選択した場合や、自由表記については、具体的な記入をお願いします。

■ご記入いただいた調査票は２月 21日（金曜）までに郵便ポストへご投函

ください。

ご記入にあたって

○アンケートに関するご質問等がございましたら、下記までお問い合わせください。

担
当：小林市役所

総合政策部
企画政策課

電
話：0984-23-0456 FAX：0984-25-1037

E-mail：k_kikaku@city.kobayashi.lg.jp

　今年度も２月にまちづくり市民アンケートを実
施します。対象者にはアンケートを郵送しますの
で、ご協力をお願いします。
●アンケート対象者
　市内在住の満 16 歳以上の人を無作為抽出
●アンケートの取り扱い
・無記名で個人を特定する内容は含みません
・調査結果は、後日市ホームページや広報紙など
　で公表します。
●問い合わせ先
・企画政策課　℡ 23‐0456

PICK UP INFORMATION
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